語彙研究（2007、松下達彦）

桜美林大学　2007年度春学期　語彙研究　授業シラバス
2007.4.12.　松下達彦
· 授業概要

この科目の目標　（科目終了時までにできるようになると期待されること）
(1) ことばを語句の視点から分析的に理解するための知識・思考法・技能を習得する。

(2) ことばの分析を現実の生活や学習に応用するための知識・思考法・技能を習得する。

(3) ことばの分析を言語教育における教材や授業プランの作成、学習者の質問への回答に応用するための知識・思考法・技能を習得する。

　例 1：ことばが伝わらない経験の中でことばを伝えることについて疑似体験をする。例えば、初級レベルの日本語学習者が日本で生活しながら日本語を理解することについて疑似体験して、理解できる場合とできない場合、不安やおもしろさ、といった学習者心理が理解できるようになる。

　例 2：視覚的補助によってことばが文脈化されることを体験し、ことばを使ったコミュニケーションにおいても視覚的情報が大切であることを理解して、共通言語を持たない相手との間でことばによるコミュニケーションを築いていく技術の基本を身につける。その際に必要なキーワードの使い方を体験する。
　例 3：「たべもの」「くだもの」「やさい」「りんご」「トマト」の各語の関係を語彙論の観点から理解、説明できるようになり、語彙の体系がコミュニケーションの過程における人間の推論において果たす役割を理解、説明できるようになり、それを日本語の授業や非日本語母語話者とのコミュニケーションにおいて活用できるようになる。
　例 4：生教材から学生の使いやすい語句リストが作れるようになる。
例 5：「多額の現金を詐取した」「たくさんの金をだまし取った」を文脈に応じて言い換える場合の語句の対応関係について、日本語全体の体系の中に位置づけて理解し、日常生活において漢語／和語の使い分けによる文体（フォーマル／インフォーマル）の変換を意識できるようになる。

　例 6：「にぎる」と「つかむ」はどう違いますか、と学生から質問されたときに、自分で考えて一定の回答ができるようになる。
例 7：どんな辞書を買ったらいいですか、という学習者の質問に適切に答えられるようになる。
＊教員がこのシラバスの通りに適切に科目運営を行い、受講生が意欲的に授業に参加し、示されたとおりに要求課題を行えば、上述の課題は達成されるでしょう。したがって、受講に際しては、目標に同意すること、要求されることについて責任を持つことが必要です。

授業の進めかた

【受講生全員に要求されること】

· 毎回の授業に出席し、不明点があれば質問すること（出席の量的評価はしないが、受講生のタスクが多いので出席しなければ習得が難しい）。

· 受講生主体のタスク（活動・課題）において、自分で考えて、目と耳と口と手足を動かすこと。
（タスク例：写真とキーワードによる自己表現タスク、外国語学習体験タスク、語句習得タスク、文章等の語句リストの作成、類義語分析）

· 「板書写し」や「聞き書き」で自分のノートを作成すること（期末試験は手書きのノートのみ持ち込み可とする）。

· 中間試験と期末試験を受験すること。

【担当教員の行なうこと】
· 提示された授業時間において、クラスの運営を適切に管理し、ここに示した計画の通り授業を行うこと。変更は、合理的かつ明確な理由を提示し、学生の了解を経た上で行うこと。

· 個々の学生のニーズ（目的・動機・必要性）とレディネス（すでに持っている能力や環境）・学習環境に応じ、語彙の研究に関する適切なアドバイスや学習リソース（資料・参考書等を含む学習資源）の提供を行うこと。

· 中間試験と期末試験を実施すること。

· 目標の達成度を、適切な基準によって評価し、各受講生にフィードバックすること。（期末試験は試験終了直後の解答例配布によってフィードバックに替える。）
· 授業計画

4／12
ガイダンス･･･日本語教育界の概況、日本語教育学の概容、言語分析の楽しみ、レディネス調査

4／19
演習①　ナチュラル・アプローチによる言語（中国語）学習体験

「未知の語句の意味を推論する」


・モノ、ヒト、コト（意味の具体と抽象）


・語彙の体系

・語彙習得における第一言語習得と第二言語習得の共通点と相違点

・スキーマ、スクリプトの利用と母語・母文化の影響

・言語習得に影響する情意的要素（人間的交流の重要性）

4／26
演習①（つづき）
5／10　演習②　写真とキーワードによる自己表現タスク

5／17　演習③　文章からの語句リストの作成

5／24
談話のスクリプトからの語句リストの作成

・口頭表現と文章表現の相違

5／31　 演習④　「文章・談話のスタイル変換」

・語とは何か（語の認定）･･･語の機能、命名、慣用句、固有名詞

6／7
演習⑤　パラフレーズと辞書に書かれない意味の慣用度テスト

6／14
演習⑥　類義語の分析

6／21　 演習⑦　辞書記述の比較分析

演習⑧　動詞の辞書記述の項目についての検討

6／28
演習⑨　メタ表現トレーニング(6)「未知の語句を学習する」

· 語形はどのぐらい記憶できるか

「中間試験（持ち帰り方式試験）の問題配付」

7／5
演習⑩　スキーマ・スクリプトの利用による類音語の聞き分け


演習⑪　日本語学習者の語句習得のための各種教材の検討

　　　
演習⑫　語の意味の類推


・語句習得に用いられるストラテジー

· ストラテジーをトレーニングする教材

「持ち帰り方式試験の解答用紙回収」

7／12　・語彙の認知と習得の研究（漢字語など）

7／19
・中間試験返却


・まとめとフィードバック


「期末試験」（手書きノートのみ持ち込み可）

· テキスト

テキストは使用しませんが、指定文献を読むことを課題とします。指定文献は授業で指示します。また、ハンドアウトをときどき配布します。

· 参考書
　　別途、文献リストを配付します。

· 評価方法

Ａ：この科目の目標をほぼ達成し、授業への参加態度も優れている。
Ｂ：この科目で重要な目標は達成し、授業への参加態度もおおむね積極的である。
Ｃ：この科目の目標の達成は不十分だが、授業への参加は一定レベルに到達し、今後の努力によって向上が期待できる。
Ｄ：この科目の目標の達成は不十分で、参加の程度も不十分だが、合格最低の基準に到達している。今後、多くの努力が必要である。
Ｆ：不合格

【評価の割合】
中間試験（持ち帰り方式の論述試験）　　　40％

期末試験（手書きのノートのみ持ち込み可）50％

平常点、レポート等　　　　　　　　　　　10％

ただし試験の信頼性により、上記の割合を10％以内の割合で変更することがあります。

出席を数量的に評価することはしませんが、欠席するとわからなくなるはずなので、休まないこと。「平常点」とは、主に授業での積極的な発言やユニークな考え方などを肯定的に評価するものです。

· キーワード
語彙、意味、認知、習得、言語、日本語、教育

· 教員との連絡方法　オフィスアワー：水14:00～15:00　木12:00～13:00（松下オフィス＝崇貞館B523）
Ｅメール: tatsu@obirin.ac.jp









